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新年特集紙面 

・1両…‥小倉会長が

新年あいさつ

・2－3両・・わたしたちが描く

ふくだの未来

・4両…‥報道・募集紙面
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世代を超えた「ふれあい」から、地域の未来が広がる（昨年10月の「ふれあい広場」から）
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新
年
あ
い
さ
つ

福
田
地
区
社
協
会
長
小
倉
　
昇

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平

素
は
社
会
福
祉
協
議
会
に

対
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
第
3
次

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
」
　
に
沿
っ
て
、
基
本
3

事
業
で
あ
る
①
安
心
の
た

め
の
　
「
近
隣
ミ
ニ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
」
②
仲
間

づ
く
り
・
交
流
づ
く
り
の

た
め
の
　
「
ふ
れ
あ
い
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
③
支
え
合

い
の
た
め
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
」
　
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
方
に
と
り
ま
し

て
、
健
康
で
幸
せ
な
年
に

な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
す
。
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日常生活の足として、安心かつ安全に乗車していただき
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月火水木全土　福田5丁目県道沿い
章／駐車場あり
バス／大平バス停下車・徒歩2分

9：00－13：00

14：30－18：30

（17：00）
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協社だふ

地
元
の
高
校
生
、
中
学
生
、
小
学
生
、
園
児
た
ち

が
福
田
の
ま
ち
の
将
来
、
未
来
へ
の
夢
や
希
望
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
！

輩

ア
イ
ド
ル
の
「
繕
板
壁
と
カ
レ
ー
が
好
き

伊
藤
　
奏
さ
ん

比
治
山
女
子
高
校
2
年
　
福
田
8
丁
目

将
来
は
　
「
歴
史
の
教
師

に
な
る
」
　
こ
と
が
夢
で
す
。

地
域
の
祭
り
に
は
友
人
と

一
緒
に
神
社
に
行
く
の
で

す
が
、
こ
う
し
た
行
事
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域

を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い

ます。

体
操
が
得
意
な
小
学
校
の
先
生
は

酒
井
　
心
春
さ
ん

福
木
小
学
校
4
年
　
福
田
5
丁
目

わ
た
し
は
将
来
、
体
操

が
得
意
な
小
学
校
の
先
生

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
誰
で
も
あ

い
さ
つ
が
交
わ
せ
る
福
田

の
ま
ち
に
な
っ
た
ら
い
い

な
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
を
つ
く
る
ひ
ど
に
な
り
た
い

斎
藤
　
掴
太
く
ん

安
芸
み
の
る
幼
稚
園
　
福
田
3
丁
目

よ
う
ち
え
ん
で
、
ジ
ャ

ン
グ
ル
の
ゴ
リ
ラ
を
え
に

か
い
た
け
ど
、
お
お
き
く

な
っ
た
ら
ゲ
ー
ム
を
つ
く

る
ひ
と
に
な
り
た
い
。
そ

れ
と
、
み
ん
な
．
が
な
か
よ

し
で
、
た
の
し
い
ま
ち
に

な
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
。

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
賦
合
を
見
た
い

古
西
　
真
人
く
ん

福
木
中
学
校
1
年
　
福
田
4
丁
目

福
田
は
と
て
も
静
か
で

自
然
が
豊
か
な
住
み
や
す

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
近
く

に
野
球
が
で
き
る
公
園
が

困
あ
る
と
、
も
っ
と
最
高
で

す
。
夢
は
、
広
島
東
洋
カ
ー

プ
に
入
国
し
て
鈴
木
選
手

の
よ
う
な
愛
さ
れ
る
プ
ロ

野
球
選
手
に
な
る
こ
と
で

す
。
で
き
れ
ば
、
ア
メ
リ

カ
に
行
っ
て
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
の
試
合
を
見
て
み

たい。

協社だふ

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

東
地
区
推
進
委
員
会
表
彰

三
瀧
　
麻
琴
さ
ん
（
作
文
）

福
木
中
学
校
1
年
　
福
田
5
丁
目

学
校
の
テ
ニ
ス
チ
ー
ム

で
、
私
は
先
輩
や
仲
間
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
「
犯

罪
の
な
い
明
る
い
福
田
」

も
、
互
い
を
尊
敬
す
る
心

か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

、部

籠
欝

▲
基
書
，
・
，
－
－
－
人
命馨轟

広
島
県
で
も
入
選
　
　
蘭

田
中
　
千
夏
さ
ん
（
標
語
）

福
木
中
学
校
3
年
　
福
田
2
丁
目

「
そ
の
行
動
　
悲
し
む
人

は
　
い
ま
せ
ん
か
？
」
…
…

犯
罪
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ

る
の
は
、
温
か
い
地
域
や

周
囲
の
人
た
ち
で
あ
る
こ

と
を
、
こ
の
標
語
を
通
し

て
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

尊
敬
す
る
人
は
「
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
」

樫
迫
　
勇
斗
く
ん

広
島
学
院
中
学
校
1
年
　
福
田
1
丁
目

ク
ラ
ブ
は
陸
上
競
技
部
、

生
徒
会
で
は
図
書
委
員
会

で
す
が
、
実
は
特
技
は
　
「
神

楽
」
で
す
。
尊
敬
す
る
人
は
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
も
受
け

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
の
が
夢

多
田
　
遇
聞
く
ん

福
木
小
学
校
6
年
　
　
福
田
1
丁
目

将
来
は
黒
田
投
手
の
よ
う

な
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
の

が
夢
で
、
好
き
な
外
国
は
幸
せ

の
国
・
ブ
ー
タ
ン
で
す
。
い
つ

か
は
自
分
も
多
く
の
人
が
触
一

れ
合
う
地
域
づ
く
り
の
一
員

に
な
っ
て
恩
返
し
を
し
た
い

です。

た
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
。
な

に
よ
り
、
住
ん
で
い
る
福

田
が
明
る
く
楽
し
い
ま
ち

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す。
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第28回「町民スポーツ大会」が昨年11

月3日、福木中学校グラウンドでグラウン

ドゴルフ大会として開催。同大会には福田

地区から24チームが参加し、熱戦が繰り

広げられた（写真）

大会はチーム混合で進められ、和気あい

あいのプレーを通し大いに親睦を深め合っ

た。
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協社だく

「
区
長
と
語
る
会
」
の

回
答
説
明
会
開
く

「
区
長
と
語
る
会
」
　
（
昨

年
7
月
2
1
日
開
催
）
　
で
、

福
田
地
区
連
合
町
内
会
か

ら
束
区
に
提
出
さ
れ
た
要

望
書
へ
の
回
答
説
明
会
が

昨
年
的
月
1
3
日
、
福
田
公

民
館
で
行
わ
れ
た
。

同
説
明
会
に
は
社
協
理

事
、
町
内
会
・
自
治
会
長

ら
が
出
席
。
束
区
の
松
出

由
美
区
長
を
は
じ
め
、
関

係
各
部
長
が
「
県
道
の
拡

幅
工
事
」
　
の
継
続
や
新
規

要
望
事
項
な
ど
、
7
項
目
の

回
答
に
つ
い
て
説
明
。
山

本
幸
弘
連
合
町
内
会
会
長
は

「
さ
ら
に
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」

と
あ
い
き
っ
し
た
。

連
合
町
内
会
と
自
主
防

災
会
が
「
防
災
研
修
会
」

福
田
地
区
の
連
合
町
内
会

と
自
主
防
災
会
合
同
に
よ
る

「
防
災
研
修
会
」
　
（
昨
年
1
0
月

2
3
日
）
　
で
は
、
被
災
現
場
の

砂
防
堰
堤
を
視
察
。
梅
林
学

区
自
主
防
災
会
連
合
会
の
加

藤
紘
一
・
前
会
長
が
①
命

を
守
る
た
め
に
は
災
害
が

発
生
す
る
前
、
早
め
の
避

難
が
重
要
②
避
難
訓
練
は

地
域
の
全
住
民
に
声
か
け

す
る
体
制
を
③
他
の
地
域
・

他
の
団
体
（
若
い
人
た
ち
）

の
協
力
を
得
る
体
制
づ
く

り
が
大
切
、
な
ど
語
っ
た
。

老
年
会
連
合
会
が

恒
例
の
運
動
会

福
田
地
区
老
年
会
連
合
会

恒
例
の
運
動
会
が
昨
年
1
0
月

2
1
日
、
福
田
第
1
公
園
で
開

催
さ
れ
た
　
（
写
富
ま

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
リ

レ
ー
や
パ
ン
食
い
競
走
な

ど
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
元

気
い
っ
ぱ
い
。
あ
い
に
く

の
雨
で
早
め
に
切
り
上
げ

た
が
、
運
動
会
を
思
う
存

分
楽
し
ん
だ
。

学
校
安
全
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

児
童
の
登
下
校
時
に
最
寄

り
の
通
学
路
で
見
守
る
活
動

で
す
。
登
録
後
に
緑
色
の
活

動
用
ジ
ャ
ン
パ
ー
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
応

募
は
福
田
公
民
館
＝
電
話

（
8
9
9
）
　
2
9
0
1
　
（
　
い

き
い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
手
帳

を
お
持
ち
の
方
は
、
1
回

2
ポ
イ
ン
ト
獲
得
）

騙
集
後
記

「
ノ
ボ
ル
、
カ
ツ
ミ
、
ケ

ン
ジ
、
シ
ユ
ウ
ジ
、
ア
イ
コ
、

ユ
キ
ヒ
ロ
、
イ
サ
ム
、
ユ

ウ
ジ
、
ヒ
デ
キ
、
ト
ミ
オ
」

…
…
い
つ
も
お
世
話
い
た
だ

い
て
い
る
方
々
で
す
。

（くり）


